
国　 労　 東　 京（１）2005年12月５日（毎月５日発行） No. 1669
昭和29年10月22日
第三種郵便物認可（ ）

組合員の購読料は 
組合費に含まれます 

 
  No. 1669

国 

労 

加 

入 

を 

大
胆
に
訴
え
よ
う 

定 価 
1 5円 

荒川区西日暮里2－55－1 
国鉄労組東京地方本部 
発行責任者　阿部　力 
編集責任者　宮　浩則 

2 0 0 5 年  

1 2月 5日  

一
九
八
七
年
に
Ｊ
Ｒ
が
発
足
し
翌
八
八
年
か
ら
始
め

ら
れ
た
昇
進
試
験
は
、
国
労
敵
視
の
歪
ん
だ
労
務
政
策

の
も
と
、「
昇
進
制
度
」
を
利
用
し
徹
底
し
た
国
労
組

合
員
に
対
す
る
昇
進
・
賃
金
差
別
の
道
具
と
し
て
、
そ

の
運
用
が
行
わ
れ
て
き
た
。

「
国
労
に
所
属
し
て
い
る
限
り
昇
進
試
験
に
は
合

格
し
な
い
」
な
ど
の
差
別
攻
撃
が
職
場
に
吹
き
荒
れ

る
中
、
私
た
ち
国
労
は
九
一
年
以
降
、
職
場
を
基
礎

に
各
地
の
労
働
委
員
会
に
不
当
労
働
行
為
の
救
済
申

し
立
て
を
行
い
、
ま
た
、
受
験
の
取
り
組
み
を
通
じ

た
不
当
差
別
の
立
証
と
是
正
を
取
り
組
み
、
こ
の
闘

六
線
区
四
五
分
会
九
七
〇
名
程
で
組
織
す
る
横
浜

支
部
は
、
地
本
内
最
大
約
一
六
〇
名
の
貨
物
組
合
員
、

全
系
統
に
亘
る
組
合
員
を
擁
す
る
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
組
織
。

年
間
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
毎
月
定
例
の
執
行
委

員
会
、
四
半
期
に
一
度
の
分
会
長
会
議
、
毎
月
定
例

け
て
取
り
組
み
を
強
め
て
い
る
。

平
田
委
員
長
は
「
神
奈
川
で
は
、
分
会
や
組
合
員

の
努
力
に
よ
り
、
バ
ッ
ジ
・
鶴
見
駅
・
配
属
な
ど
素

晴
ら
し
い
解
決
を
し
て
き
た
。
究
極
の
差
別
で
あ
っ

た
昇
進
試
験
差
別
も
和
解
し
た
。
こ
れ
を
組
合
員
に

広
め
徹
底
し
て
組
織
拡
大
に
向
け
た
い
」
と
強
い
決

意
を
し
て
い
る
。（

横
浜
支
部
教
宣
部
長
・
鈴
木
伸
一
）

今
回
の
和
解
は
、
昇
進
差
別
是
正
を
実
現
し
て
い
く

新
た
な
闘
い
の
出
発
点
に
立
っ
た
段
階
で
あ
り
、
引
き

続
き
差
別
是
正
に
向
け
た
闘
い
を
継
続
強
化
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
三
年
余
の
闘
い
で
創
り
出
し

た
情
勢
に
自
信
を
持
ち
合
い
、
今
後
の
受
験
に
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
か
ら
具
体
的
な
事
実
を
積
み
上

げ
、
職
場
に
お
け
る
誰
が
見
て
も
当
た
り
前
の
状
態
を

創
り
出
す
と
共
に
、“
本
籍
国
労
”
の
多
く
の
仲
間
に

国
労
復
帰
を
呼
び
か
け
、
平
成
採
用
者
に
東
労
組
の
圧

制
か
ら
の
解
放
と
国
労
加
入
を
呼
び
か
け
よ
う
！

い
の
成
果
が
中
労
委
に
お
け
る
和
解
と
い
う
形
で
結

実
し
た
。

今
回
中
央
労
働
委
員
会
に
お
い
て
一
括
和
解
し
た
昇

進
差
別
事
件
は
、
中
労
委
六
件
、
東
京
都
労
委
一
四
件

の
合
計
二
〇
件
。

こ
の
意
義
は
大
変
大
き
く
、
①
何
よ
り
も
こ
れ
ま

で
、「
国
労
で
は
昇
進
試
験
に
合
格
し
な
い
」「
何
と

か
し
て
あ
げ
た
い
け
ど
、
今
の
ま
ま
で
は
・
・
・
」

と
、
制
度
を
理
由
に
露
骨
な
組
織
攻
撃
が
か
け
ら
れ

続
け
て
き
た
こ
と
、
②
こ
の
こ
と
が
職
場
に
お
け
る

国
労
＝
下
位
職
の
構
図
が
年
を
追
う
ご
と
に
拡
大
・

定
着
し
、
仕
事
に
お
け
る
技
術
力
と
職
制
の
関
係
不

均
衡
を
確
実
に
作
り
出
し
て
き
た
こ
と
、
③
賃
金
格

差
か
ら
の
脱
却
の
み
な
ら
ず
、
新
規
採
用
者
の
国
労

加
入
の
最
大
の
妨
げ
と
な
っ
て
き
た
こ
と
等
々
で
あ

り
、
今
年
度
六
〇
〇
名
を
超
え
る
組
合
員
が
昇
進
試

の
地
区
協
常
任
委
員
会
へ
の
支
部
執
行
委
員
の
参

加
、
運
輸
協
議
会
と
合
同
で
の
「
一
〇
」
オ
ル
グ
行

動
、
夏
に
開
催
す
る
権
利
討
論
集
会
な
ど
。

教
宣
部
は
、
月
二
回
程
度
の
写
真
を
多
用
し
た
カ

ラ
ー
印
刷
の
ニ
ュ
ー
ス
発
行
、
五
月
に
は
野
球
大
会

を
開
催
し
、
今
年
は
一
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
地
域
運
動
と
共
闘
運
動
に
力
を
入
れ
、
国

鉄
闘
争
か
ら
横
須
賀
・
キ
ャ
ン
プ
座
間
・
厚
木
な
ど

反
戦
闘
争
の
取
り
組
み
を
、
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
や

地
域
労
働
運
動
セ
ン
タ
ー
と
共
に
取
り
組
ん
で
い

る
。職

場
の
問
題
点
は
、
採
用
手
控
え
の
影
響
に
よ
る

要
員
不
足
と
技
術
継
承
問
題
（
貨
物
）。
現
場
長
・

助
役
の
日
勤
化
に
伴
う
土
・
日
休
日
化
問
題
、
要
員

不
足
と
事
故
時
対
応
の
不
備
、
Ｉ
Ｔ
化
の
進
行
に
伴

う
教
育
不
足
（
東
・
駅
）。
尼
崎
事
故
以
来
の
細
か

い
指
摘
へ
の
緊
張
（
東
・
運
転
）。
メ
ン
テ
合
理
化

不
備
に
伴
う
足
ロ
ス
解
消
の
た
め
の
再
配
置
（
東
・

電
気
）
。
作
業
量
増
大
と
現
場
作
業
の
夜
間
集
中

（
東
・
保
線
）
な
ど
多
岐
に
亘
り
、
問
題
解
決
に
向

験
に
合
格
し
た
事
実
と
、
和
解
協
議
を
通
じ
国
労
が

求
め
て
き
た
課
題
が
今
後
の
労
使
協
議
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
不
均
衡
を
大
き
く

覆
し
て
い
く
可
能
性
と
展
望
を
作
り
出
し
た
と
い
え

る
。
④
そ
し
て
私
た
ち
国
労
が
求
め
続
け
て
き
た

「
不
当
労
働
行
為
の
な
い
正
常
か
つ
健
全
な
労
使
関
係

の
確
立
」
へ
の
展
望
を
大
き
く
切
り
開
く
と
共
に
、

公
共
交
通
機
関
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
課
せ
ら
れ
た

社
会
的
使
命
を
し
っ
か
り
果
た
す
可
能
性
を
切
り
開

く
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。

和解調印後の弁護団・機関代表者

堂
本
コ
ッ
ク
長
の
昼
食

和
解
対
象
事
件

※
中
労
委
（
郡
山
工
場
・
神
奈
川
・
岩
手
・
土
崎

工
場
・
新
橋
駅
・
宮
城
）

※
都
労
委
（
王
子
駅
・
八
王
子
保
線
区
・
大
井
工

場
・
新
宿
駅
・
下
十
条
運
転
区
・
上
野
新
幹

線
第
二
運
転
所
・
武
蔵
小
金
井
駅
・
新
宿
信

号
通
信
区
・
大
森
駅
・
八
王
子
車
掌
区
・
立

川
車
掌
区
・
三
鷹
車
掌
区
・
新
宿
車
掌
区
・

大
井
町
駅
）

役
員
・
書
記
の
皆
さ
ん

この和解を組織強化・拡大へ
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一
〇
月
二
二
日
、
第
一
〇
回
国
労
神
奈
川
地
区
本

部
大
会
が
藤
沢
市
労
働
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
、
一
〇
時
に
代
議
員
定
数
五
八
名
中
四
五

名
の
出
席
を
確
認
、
議
長
に
吉
田
茂
（
東
神
奈
川
駅
）

さ
ん
、
副
議
長
に
吉
沢
信
次
（
国
府
津
運
転
所
）
さ

ん
が
選
出
さ
れ
た
。

久
保
沢
委
員
長
は
、「
①
福
知
山
線
脱
線
転
覆
事

故
、
②
採
用
差
別
事
件
、
③
組
織
強
化
拡
大
、
④
平

和
と
民
主
主
義
の
闘
い
、
④
地
区
本
部
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」
述
べ
、
真
摯
な
議
論
を
要
請
し
た
。

本
大
会
は
、
①
昇
進
差
別
事
件
の
和
解
協
議
が
進

め
ら
れ
る
中
で
、
組
織
強
化
・
拡
大
の
闘
い
が
急
務

で
あ
る
こ
と
。
②
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
転
覆
事
故
は
、

仕
事
総
点
検
運
動
を
通
じ
て
、
安
心
し
て
働
け
る
職

場
作
り
が
事
故
防
止
に
重
要
で
あ
る
こ
と
。
③
採
用

差
別
事
件
は
、
組
織
内
の
総
団
結
を
確
認
し
、
早
期

解
決
に
向
け
た
意
思
統
一
を
固
め
あ
う
こ
と
等
が
求

め
ら
れ
た
大
会
。

発
言
は
、
職
場
実
態
を
踏
ま
え
た
闘
い
の
報
告
や

要
請
な
ど
、
経
過
で
四
名
、

方
針
で
一
〇
名
の
発
言
が

あ
り
、
闘
い
の
意
思
統
一

を
深
め
た
。

難
波
書
記
長
集
約
で

は
、「
安
全
問
題
、
合
理

化
対
策
、
採
用
差
別
問
題
、

昇
進
問
題
、
反
戦
平
和
に

つ
い
て
」
述
べ
、
最
後
に
、

「
地
区
本
部
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
昨
年
の
大
会

で
総
合
的
な
検
討
を
開
始

す
る
こ
と
を
確
認
し
、
来
年
七
月
を
視
野
に
各
支
部

と
連
携
を
取
り
つ
つ
、
組
織
整
備
を
図
る
」
こ
と
が

意
思
統
一
さ
れ
た
。

来
年
六
月
に
規
約
改
正
と
役
員
の
選
出
を
含
め
、

続
開
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
大
会
を
休

会
と
し
た
。

（
神
奈
川
地
区
本
部
発
）

一
一
月
一
三
日
、
品
川
区
民
公
園
に
お
い
て
、
青

年
部
主
催
の
「
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
と
芋
煮
を
囲
ん
で
交

流
会
」
を
開
催
し
た
。

本
部
青
年
部
よ
り
因
泥
青
年
部
長
も
参
加
し
挨

拶
。
当
日
は
穏
や
か
な
絶
好
の
青
空
の
下
、
参
加
者

は
青
年
部
・
青
対
・
家
族
・
友
人
な
ど
三
〇
名
余
の

仲
間
が
集
ま
り
、
炭
の
火
入
れ
か
ら
料
理
の
下
準
備

と
分
担
し
て
童
心
に
帰
っ
た
よ
う
に
楽
し
み
な
が
ら

の
作
業
。
中
に
は
待
ち
き
れ
ず
に
摘
み
食
い
も
発
生

し
、
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
な
ら
で
は
の
楽
し
み
も
味
わ
っ

た
交
流
会
。
芋
煮
が
出
来
上
が
る
頃
に
は
、
お
肉
は

国
労
大
宮
地
区
本
部
第
六
回
定
期
大
会
は
一
〇
月

二
二
日
、
さ
い
た
ま
市
で
代
議
員
等
五
〇
余
名
が
参

加
し
開
会
さ
れ
た
。

大
会
議
長
団
に
は
宇
都
宮
支
部
相
楽
代
議
員
、
大

宮
支
部
柴
田
代
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。
冒
頭
、
寺
崎

委
員
長
は
「
情
報
化
社
会
と
言
わ
れ
て
い
る
。
優
秀

な
組
織
と
い
う
の
は
情
報
を
で
き
る
だ
け
早
く
集

め
、
で
き
る
限
り
分
析
し
て
そ
の
こ
と
を
組
合
員
に

返
す
こ
と
の
で
き
る
組
織
だ
」
と
述
べ
、
国
労
組
織

の
あ
り
方
に
進
言
し
な
が
ら
、
今
大
会
を
持
っ
て
退

任
す
る
こ
と
も
表
明
し
た
。

大
会
討
論
の
中
心
は
「
昇
進
・
昇
格
試
験
」
と

「
地
区
本
部
の
運
動
体
化
」
に
集
中
し
た
が
、「
昇
進

試
験
」
問
題
で
は
、
今
後
に
期
待
す
る
意
見
が
多
く

あ
り
組
合
員
の
関
心
の
高
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
地
区
本
部
の
運
動
体
化
」
で
も
期
待
す
る
意
見
が

多
く
出
さ
れ
、
一
方
で
地
区
本
部
費
徴
収
に
つ
い
て

の
意
見
を
踏
ま
え
、
来
年
六
月
ま
で
を
職
場
討
議
、

大
会
以
降
六
月
ま
で
を
助
走
期
間
と
し
な
が
ら
、
来

年
度
の
会
計
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
今
後
三
支
部
と
協
力
し
な
が
ら
地
区
本
部
の
実

質
的
な
運
動
体
化
が
進
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

の
事
故
に
関
連
し
て
、

今
後
の
運
動
の
中
で
も

安
全
安
定
輸
送
を
確
保

す
る
闘
い
が
大
切
だ
と

発
言
が
さ
れ
た
。

書
記
長
集
約
で
は

「
五
年
目
を
迎
え
た
地

区
本
部
だ
が
、
他
に
誇

れ
る
運
動
体
を
目
指

し
、
職
場
討
議
を
し
っ

か
り
や
っ
て
い
く
。
合

完
売
。
し
か
し
若
い
胃
袋
は
ま
だ
ま
だ
序
の
口
。
今

度
は
鍋
に
舌
包
み
を
打
ち
な
が
ら
、
日
頃
関
わ
る
仕

事
の
悩
み
な
ど
を
先
輩
方
に
打
ち
明
け
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
も
ら
う
な
ど
、
職
場
で
経
験
豊
富
な
組
合
員

が
多
い
国
労
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
事
で
、
人
そ
れ
ぞ

れ
個
性
的
で
考
え
方
の
違
い
も
あ
る
中
で
的
確
に
自

信
を
持
っ
て
話
す
姿
に
改
め
て
感
銘
。

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
、
大
井
町
駅
分
会
松
浦
分

会
長
の
ご
協
力
で
品
川
区
民
公
園
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

交
流
会
を
盛
大
に
開
催
で
き
た
事
に
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

（
地
本
青
年
部
発
）

一
一
月
一
六
日
、
晩
秋
と
は
思
え
な
い
ポ
カ
ポ
カ

陽
気
の
中
、
羽
生
市
・
椎
の
木
湖
で
第
一
二
回
へ
ら

鮒
釣
り
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

水
面
近
く
に
へ
ら
鮒
が
見
え
な
が
ら
も
針
に
か
か

ら
な
い
と
ぼ
や
く
参
加
者
が
い
る
中
、「
黄
色
い
う

ど
ん
」
の
餌
で
、
四
六
キ
ロ
以
上
を
釣
り
上
げ
た
、

八
王
子
支
部
・
三
鷹
車
掌
区
分
会
の
大
川
亨
さ
ん
が

通
算
三
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

【
結
果
】

優
　
勝
　
大
川
　
亨
（
八
王
子
・
三
鷹
車
掌
区
）

四
六
・
七
キ
ロ

準
優
勝
　
坂
井
正
雄
（
大
井
工
場
）

四
〇
・
六
キ
ロ

第
三
位
　
萩
原
雅
明
（
新
橋
・
田
町
電
車
区
）

三
二
・
九
キ
ロ

理
化
問
題
で
は
国
労
の
政
策
要
求
に
基
づ
い
て
会
社

と
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
。
安
全
・
安
定
輸
送
問
題

は
、
仕
事
総
点
検
運
動
を
通
じ
て
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
く
」
な
ど
と
ま
と
め
た
。

大
会
は
全
て
の
議
案
を
満
場
一
致
採
択
し
、
韮
澤

慶
治
委
員
長
（
宇
都
宮
支
部
）、
花
田
隆
副
委
員
長

（
大
宮
支
部
）、
松
井
正
義
書
記
長
（
大
宮
支
部
）、

と
増
強
し
た
執
行
委
員
を
含
め
一
〇
名
体
制
で
の
新

執
行
部
を
選
出
し
た
。

（
大
宮
地
区
本
部
発
）

国
労
八
王
子
地
区
本
部
第
九
回
定
期
大
会
は
、
一

〇
月
二
九
日
八
王
子
労
政
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

代
議
員
四
九
名
中
四
一
名
が
参
加
し
、
中
山
代
議

員
（
八
王
子
支
部
）、
深
沢
代
議
員
（
甲
府
支
部
）

の
議
長
団
に
よ
っ
て
以
降
進
行
し
た
。

茂
木
啓
二
委
員
長
か
ら
「
四
月
に
発
生
し
た
Ｊ
Ｒ

福
知
山
線
脱
線
事
故
は
、
会
社
の
効
率
化
が
も
た
ら

し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
労
働
条
件
改
善

と
表
裏
一
体
の
運
動
と
し
て
安
全
・
安
定
輸
送
の
確

立
を
目
指
す
。
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
は
、
改
め
て
団
結

回
復
を
し
、
解
決
の
主
体
は
我
々
国
労
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
、
一
枚
岩
の
団
結
を
。
正
常
な
労
使
関

係
を
求
め
る
闘
い
に
つ
い
て
は
、
昇
進
試
験
問
題
な

ど
事
実
を
も
っ
て
会
社
に
訴
え
て
い
く
。
最
後
に
あ

ら
ゆ
る
職
場
か
ら
の
運
動
を
組
織
拡
大
に
つ
な
げ
、

地
区
本
部
に
総
団
結
し
て
が
ん
ば
ろ
う
！
」
と
挨
拶

が
さ
れ
た
。

大
会
討
論
は
一
二
名
よ
り
活
発
な
報
告
が
さ
れ
、

特
徴
的
に
は
、
①
職
場
の
労
働
条
件
改
善
に
向
け
た

地
道
な
取
り
組
み
、
②
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
合
理
化

と
出
向
問
題
、
③
昇
進
差
別
和
解
問
題
に
発
言
が
集

中
し
た
。

討
論
を
受
け
、
小
山
書
記
長
か
ら
七
点
に
亘
る
集

約
が
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
「
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
合

理
化
と
出
向
問
題
」
で
は
「
出
向
期
限
厳
守
の
た
め
、

プ
ロ
パ
ー
育
成
を
は
じ
め
と
し
た
技
術
継
承
や
再
雇

用
等
に
着
目
し
、
出
向
連
と
連
携
を
と
り
、
ま
た
日

常
の
課
題
や
問
題
点
解
決
に
向
け
総
力
を
あ
げ
る
」

「
昇
進
和
解
問
題
」
に
つ
い
て
は
「
和
解
し
た
か
ら

と
言
っ
て
す
ぐ
に
横
並
び
に
は
な
ら
な
い
。
試
験
制

度
が
あ
る
以
上
何
を
し
て
い
く
の
か
？
が
重
要
で
あ

り
、
今
後
も
差
別
是
正
と
和
解
条
項
の
履
行
を
会
社

に
求
め
て
い
く
」
と
さ
れ
た
。

大
会
議
案
は
、
す
べ

て
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
、
地
区
本
部
へ
の
運

動
体
移
行
と
い
う
組
織

検
討
委
員
会
答
申
を
う

け
、
国
労
八
王
子
地
区

本
部
で
も
小
山
富
夫
新

委
員
長
を
筆
頭
に
一
三

名
の
新
執
行
部
体
制
を

確
立
し
、
新
執
行
委
員

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
大
会
は
閉
会
・
終
了

し
た
。

（
八
王
子
地
区
本
部
発
）

第９回八王子地区本部大会


